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私の趣味

　　　　　　　　　　　　ＢＡＭＢＯＯ

私の趣味のひとつにボランティア活動がある。ボランティアが趣味だなんて違和感を覚える人も多いと思う。私自身も趣味だと思えるまでには長い年月がかかった。

同年代の男性が社会的な地位を得るようになった頃、子育てひとすじに生きてきた私は劣等感を抱いていた。時間に余裕はあるものの自由になるお金は少なく、お金のあまりかからない生き甲斐が必要だった。

転機は十四年前。市の広報誌で見つけた日本語ボランティア養成講座だった。受講後は国際交流協会に所属して、中国・フィリピン・タイ出身の人たちに、日本語で日本語を教える努力をした。この時、図らずも学んだのが傾聴。日本語教師としては失格だが、たどたどしい日本語をひたすら聴き、相手の心を開き、信頼関係が築けるようになった。

一方で組織での活動には制約が多く、会議など本来の活動以外の仕事の負担が大きいことも知った。

その後、傾聴・心のボランティア・アロマテラピーなどの講習も受け、ホームヘルパー二級も取得した。

ボランティアも、お年寄りのための常設休憩所のスタッフ・特別養護老人ホームでの傾聴・グループホームでの抒情歌と塗り絵へと活動を広げている。

常設休憩所では単なるスタッフとして、施設には個人で訪問しているので、会議などは一切無い。歌詞や塗り絵は、自分で好きなように準備して喜んでもらっている。

活動には少々の出費もある。四年前から、仕事も始め、資金は自分で稼いでいる。

昔、義母がお世話をされる者より、する者のほうが幸せだと言っていた。その言葉の意味を深く噛み締め、趣味でやらせてもらっているという感謝の気持ちを失わずに続けていきたいと考えている。　　　　　　　終わり　
